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環境アニメ 
環境アニメイティッドやおは、八尾市内で環境問題に取り組んでいる 
市民・市民団体・企業・教育機関などを応援するための協議会です 
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イベント 
概要 

■ 問合わせ先（事務局） ℡：072-924-9359 FAX：072-924-0182 ホームページ：http://www.eco-ani-yao.org/                  

どの会場も大賑わい！ 
３会場で19,000名来たる！ 

いきいき 
音楽会 

アリオ 
八尾 

講念仏踊り＆ 
高校生によるいきいき音楽会 

  フェスティバルの恒例企画であるこの音楽会
は、今年は、アリオ八尾のレッドコートステー
ジで行われ、多くのみなさまに楽しんでいただ
きました。  
  曙川東地区講念仏踊り保存子ども教室の舞台
のあと、ぽこ･あ･ぽこアンサンブルの吹奏楽で
スタートし、山本高校アコースティックギター
部、八尾北高校吹奏楽部、八尾翠翔高校軽音学
部、八尾高校ギター部、そして最後の八尾高校
吹奏楽部まで、あっという間の３時間。 
 それぞれの持ち味が存分に発揮され、ほんと
うに素敵で、いきいきとしたアコースティッ
ク・コンサートでした。 
 ステージで熱心に演奏する地元の高校生に、
客席のみなさまだけでなく、エスカレーター、
２階、３階からご覧になられたみなさまからも、
盛大で暖かな拍手が送られていました。 
（大阪府立八尾北高等学校  塚口  倫生さん） 

いきいき八尾環境フェスティバル2016は、10月23日（日）に、 
西武八尾店、アリオ八尾、大阪経済法科大学花岡キャンパスの 
３会場で開催されました。  

「つくる」 
 西武八尾店８階にある西武ホールでは、「つ
くり」をテーマのもと体験して環境を学ぶブー
スがあり、例年のイベントの他、盲導犬とのふ
れあいや昭和の遊びを体験する等も新たに加え
られ、多くの子どもたちで満員になりました。 
 フェスティバルのメインテーマの『やっぱり
八尾が好き』のブースでは、様々な八尾の名物
や名所が壁いっぱいに掲げられ、改めて素敵な
八尾を感じることができました。 
 西武八尾店屋上では、走り回れる広い空間を
活用して、大声で叫んだり、アートで楽しめる
イベントが設けられました。 

「みる」 
 アリオ八尾では、「みる」というテーマで、
レッドコートのステージでの開会の式典、恒例
のいきいき音楽会、ゼロスショーなどの催しの
他、八尾の生き物展示、環境活動展示、エコ
カー展示が行われました。 
 初めての試みとして、オープニングの様子は
FMちゃおからラジオの公開生放送され、ネット
配信も行いました。 

「まなぶ」 
 大阪経済法科大学花岡キャンパスでは、「ま
なぶ」というテーマで実際に自然に触れて学ぶ
ことができました。 
 今年は晴天に恵まれ、多くの子どもたちが、
ふれあい池でドビ流しと貝堀りを楽しみました。 
 また、環境ポスターや講演会もあり、心と体
で学ぶことができました。 
（いきいき八尾環境フェスティバル2016実行委員長

美馬  徹） 
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学生 
企画 

アリオ 
八尾 

オープニングはFMちゃおによる公開生放送！ 
 
 FMちゃお公開生放送では、当日の企画についての紹介やフェス
ティバルの式典、全体テーマの「やっぱり八尾が好き」にちなん

だトークがありました。そして昨年学生が作成したテーマソング

を披露！「やお、やお、やお！」の掛け声がアリオに響き渡りま

した。 

 公開生放送終了後は、地球戦士ゼロスのショーが始まりまし

た！ゼロスが戦う姿に子どもたちも釘づけで、「ゼロス頑張

れ！」と大きな声で叫んでいました。 

 マジックショーでは、マジシャンLokiさんの生み出す不思議な

空気に、客席全体が包まれ、たくさんの人を魅了していました。 

 ２回にわたって行われた環境紙芝居は、八尾のごみ収集につい

て面白く、そして子どもたちにもわかりやすい内容で、参加した

子どもたちからは、元気な反応が目立ちました！  

 いきいき音楽会は路上喫煙マナー音頭、講念仏踊り、ぽこ・

あ・ぽこアンサンブル、そして八尾の高校生による音楽の演奏が

ありました。高校生が頑張る姿に客席から温かな拍手が飛び交っ

ていました！ 

今年は昨年とは違い、ステージ企画をすべてアリオに集結させた

ので挑戦ばかりでしたが、客席が盛り上がっている所が印象的で

した。                 （はちのじ  東森 啓さん） 

全ステージ企画が、アリオ八尾 レッド
コートのステージに集結！ 

ステージタイムスケジュール 

10:00～11:00 オープニング 
FMちゃおによる 
ラジオの公開生放送 
（開会宣言/式典/催
し案内等） 

11:00～11:30 地球戦士ゼロス 

11:40～12:00 マジックショー 

12:05～12:25 環境紙芝居 

12:30～14:50 いきいき音楽会♪ 
路上喫煙マナー音頭 
講念仏踊り 
アンサンブル 
八尾の高校生による 
演奏♪ 

15:35～15:55 環境紙芝居 

16:00～ 閉会 

 今年はオリンピックイヤーというということで、
“やおリンピック2016”と題し、３会場に競技を設
けました。 
 企画の中の競技を通して八尾のこと、環境のことを
それぞれ違う視点から学んでもらうことができました。 
 パンフレットがラリー台紙になることや、昨年に続
き八尾の企業様からたくさんの魅力ある景品を協賛し
ていただいたことで、300人を超える方々に参加して
いただきました。ガチャガチャを回し、ランダムで景
品をもらうときは、欲しい景品が当たるかどうか子ど
もたちはドキドキしていたようです。 
 なかには３会場制覇した方もいて、金メダルを嬉し
そうに首にかけている姿が印象的でした。 

（はちのじ  九谷田  生太朗さん） 

３会場をつなぐラリー企画 
やおリンピック２０１６ 
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八尾バル 

昭和の 
昔遊び 
体験 

古墳 
キーホルダー 

作り 

エコ 
たわし 
作り 

さわって 
楽しむ 
河内木綿 

西武 
八尾店 

 予想外のお客さんの多さにびっくり！ 
 
 有機栽培の綿を使って、綿繰りや糸つむぎを楽
しんでいただきました。コースターづくりは15名、
綿繰り・糸つむぎは70名をこえる参加があったの
ではないかと思います。 
 「僕、できるもん」。「私、知ってるよ」と、 
幼い子どもたちは少しでも早く、長く、綿繰り機
や糸紡ぎ機を回したくて仕方がないようでしたが、
その声にめげずに、手塩にかけて育てた河内木綿
の特徴をしっかり伝えようと頑張りました。 
 予想をはるかに超えるお客さんの出足に圧倒さ
れっぱなしで、６時間を終えました。 
 会社で育てた綿をもって綿繰りに来てくださっ
た方もあり、実りの多い一日でした。 
（NPO法人河内木綿藍染保存会 平野 和美さん） 

 時代を超えて楽しむ、大人や子どもたち！ 
 
 今回「いきいき八尾環境フェスティバル」に初
参加の旧植田家住宅は、昔の遊びを今に伝えるべ
く「むかし遊び」のコーナーを担当しました。 
 いくつもある「遊び」の中から昭和の遊びとし
ておはじき、けん玉、お手玉を中心に用意し、新
聞紙を使って兜や帽子作りも行いました。 
 会場では50cm四方の畳の上でおはじきをしたり、
けん玉は初心者向けに手作りのカップけん玉で練
習をし、お手玉もそれぞれ試行錯誤を繰り返しな
がら夢中で遊びました。 
 また新聞紙で折った兜や帽子を嬉しそうにかぶ
る子どもたちや一緒になって遊ぶ大人の姿に、時
代や環境を超えた「遊びの精神（こころ）」が感
じられました。いくつになっても楽しい「むかし
遊び」でした。       

（NPO法人HICALIさん） 

 キーホルダーに込めた願いとは 
 
 八尾市立しおんじやま古墳学習館は、古墳キー
ホルダー作りで参加しました。 
 これは、今年初登場のメニューで、心合寺山古
墳の形にカットしたマットボードに、ポスターカ
ラーのペンで色をぬり、それを貼り合わせて、
キーホルダーにするというものです。 
 さらに古墳の丸い部分には、棺を納めた四角い
穴が開けてあり、その中に願い事を書いた小さい
紙を埋葬する？という仕掛けまで。 
 参加してくれた子どもたちは、たくさんあるカ
ラフルなペンに「どの色にしよう～」とか、「願
い事、何にしよう～」など、いろいろ悩みながら
も楽しそうにキーホルダーを作ってくれました。
もちろん、当館キャラのハニワこうていも登場し、
会場を大いに盛り上げていました。 
（八尾市立しおんじやま古墳学習館 福田 和浩さん) 
 

 アクリルたわしで、エコな暮らしを 
  
 作ってみませんか？「不思議なモチーフ＆カワ
イイ折り紙」をテーマに体験ブースを出しました。 
 アクリル100％の毛糸は細かい繊維が汚れを吸
着するため、洗剤を殆ど使わなくても食器などの
汚れを落とすことができます。 
 啓発用グッズとして紹介しているアクリルタワ
シを来場者に編んで頂きました。 
 初心者の若いご夫婦やお子様を中心に、予想を
超えて60名余りの参加があり用意した材料は全て
無くなりました。 
 途切れることのない体験者に休む間もない1日
でしたが、編み上がったモチーフを手にした笑顔
がいっぱいでした。 

（アクアフレンズ 美濃原 弥恵さん） 
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八尾バル 

八尾の 
名所 
クイズ 

やっぱり 
○○な 

八尾が好き 

紙すき 
はがき 
作り 

八尾の 
生き物 
展示 

西武 
八尾店 

 案外気づかない？八尾の名所 
 
『何年生？小学校は？』 「山本小学校３年」 
『玉串川の桜は何本ぐらい植えてる？ 』「千本か 
２千本」 『そんなぎょうさんないよぅ』 
「ほんなら５百本ぐらい」『およそ８百本です。』 
 
『お住まいは？ 』 「八尾本町」、 
中年の男性に、（写真を見せて） 
『八尾神社と八尾天満宮とどちらが古いですか？ 』
「そら八尾神社やろ～？」『正解！ 』 
 
 久宝寺から来た小さい(就学前)の子ども連れの夫
婦、（写真を見せて） 
『顕証寺と常光寺とどっちが古いですか』 
「どっちも、知ってるけど、顕証寺のほうが古そう
やな～」『実は常光寺の方が古いのです。 』 
  
 みなさん案外身辺のことに無関心なのか気づかな
いようです。   
 こんな調子で（なくなった景品で概算すると）
150～200人ぐらいが立ち寄ってくれ、観光協会の
職員さんといっしょに、楽しい時間を過ごしました。 
   （八尾ふるさと歴史楽校 坂上 弘子さん） 

あなたはどんな八尾が好き？ 
 
 「やっぱり八尾の枝豆が好き！」「やっぱり笑
顔いっぱいの八尾が好き！」など、400人近い参
加者の方からの「八尾が好き」が集まりました。 
 子どもの思う八尾、30年間住む人が思う八尾。
様々な世代から集めたからこそ、個性あふれるも
のになりました。フェスティバル終了後には、壁
一面にみなさんの「八尾が好き」が並びました。 

（はちのじ 坂倉 珠里さん） 

八尾に叫ぼう！ 
 
 子どもから大人まで、たくさんの方々の元気な
声が西武屋上全体に響き渡りました。この企画で
は、八尾の有名なものや自分の好きなものを思う
存分叫んでもらいました。  
 この企画を通して、今まで知らなかった八尾の
特産物を勉強したり、自分の声の大きさを知って
もらい騒音問題について考えてもらったりする良
い機会になったのではないかと思います。 

（はちのじ 久保 遥菜さん） 

 ３会場で「ごみ減量３R」の拡大に！ 
 
 アリオ八尾ではパネル展示により、「めぐるサ
ポーター」の活動内容を来場者の方々に知ってい
ただくことができました。 
 また、西武会場ではエコ石けんの配布と紙すき
ハガキ作り体験教室、ちぎり絵体験を行い、大阪
経済法科大学花岡キャンパスでは泳げキンタイ君
作りと「ごみ減量３R」とリサイクル工房教室の
パネル発表を実施しました。 
 各会場とも大勢の来場者の方々で賑わい、ご家
庭にある廃棄物が新しい品物に生まれ変わるリサ
イクルの楽しさ、ごみ分別の大切さを感じていた
だく事ができ、八尾市の「ごみ減量３R」の拡大
に繋がったと感じています。 
 次年度は、食品ロス問題の解消に向けた教室や
着物のリサイクル体験教室の提案を行い、更なる
「ごみ減量３R」の拡大を目指したいと考えてい
ます。  
（NPO法人グラウンドワーク八尾 小林 裕五さん） 

 １週間の展示で3,000名が来場！ 
 
 アリオ八尾に、八尾の水辺に住んでいる、とて
も可愛くて癒される生き物たちがやってきました。 
ニッポンバラタナゴやメダカ、コイ、フナ、ニゴ
イ、モクズガニ、エビなど、たくさんの“いきも
ん”たちが悠々と水槽の中を泳いでいました。 
 子どもたちも水槽に顔を近づけながら、普段あ
まり見かけない生き物たちの様子に興味津々でし
た。 
 またフェスティバル当日はいきもんの人気投票
も行いました。数ある中から人気№１に輝いたの
はなんと「メダカ」でした！実はメダカもニッポ
ンバラタナゴと同様に絶滅危惧種に指定されてい
るのです。 
 今回の展示では、八尾の生物多様性やその大切
さについて知っていただくことができました。 

 
（事務局） 

人気No.1は「メダカ」 

アリオ 
八尾 
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貝掘り 
大会 

ソーラー 
クッカー 

小松菜 
スムージー 

ネイチャー 
クラフト 

西武 
屋上 

経法大 
花岡 

キャンパス 

 みんなで泥んこに！？掻い掘りで貝掘り大会！ 
 
 花岡会場では、恒例行事の「ドビ流し」に加えて
新企画「掻い掘りで貝掘り大会」を実施しました！  
参加者は午前と午後でのべ200人以上！「ドブ貝」
探しに大人も子どもも大盛り上がり！泥んこになり
ながら貝を探していました！ 
 「ニッポンバラタナゴ」の保全活動でお馴染みの
「ドビ流し」。実は、池からタナゴを保護し、ヘド
ロを流すだけでは終わりません。池の水を抜いた後
には、タナゴの繁殖に欠かせない「ドブ貝」を泥の
中から掘り起し、保護する必要があるのです。  
 今回実施した「貝堀り大会」は、この貝掘りを通
じて、「皆さんにも保全活動に実際に参加していた
だきたい」という思いから生まれたものでした。 
 多くの方に保全活動に参加していただき、皆さん
の保全活動への関心の高さを改めて実感しました。 
ニッポンバラタナゴの生息するこの素晴らしい環境
を、これからも皆さんと共に守っていきたいです。 

（ECO～る∞KEIHO  横川 正哉さん） 

 クラフトに、山登りに、アクティブな企画！ 
 
 前夜、雨が降ったので山行きは困難と判断し、
３歳児の女の子など親子連れが来たので、ふれあ
い池の土手でクラフトを開始しました。 
 その後、山に行きたいという子が数名来たので
２名は工作に残っていただき、12名は山登りに参
加しました。工作材料調達ということでドングリ
を拾ったり、植物の説明をしながらゆっくり行き
ました。経法大の入り口の谷まで行きましたが、
足元が悪くて途中で断念し、そこで記念写真を
撮って引き返しました。 
 午後は、クラフトのみ、60人ぐらい来たと思い
ます。クラフトは、ラセンゴマ、もっくん、カエ
ルなどを取り組みました。 
 近畿大学女子生徒が里山のことについて知りた
いと言うので、昔の里山、里山の現状、どうして
現状になったかの話もしました。 

（森林インストラクター阪奈会 齊藤 侊三さん） 

 ソーラークッカーでポップコーン  
  
 今回の環境フェスティバル、アクトランドＹＡ
Ｏは新しい試みとして、太陽の光を集めて熱エネ
ルギーを発生させ、その熱を利用して料理ができ
る「ソーラークッカー」を使ったポップコーン作
りの体験ブースを出展しました。 
 大きなパラボナアンテナのようなソーラークッ
カーが目立つためか、沢山の方に興味を持っても
らえたのですが…終日くもりで晴れ間が無かった
ために肝心のポップコーンを作る体験は一回も実
施できず…。来年こそは晴れることを期待してリ
ベンジしたいと思います！ 
  
※今回使用した「ソーラークッカー」は環境アニ
メイティッドやおによる「楽しい環境活動支援
金」の助成を受けて購入したものです。 

（NPO法人 ナック 宮嶋 啓太さん） 

 小松菜スムージーで地産地消もPR！！ 
 
 今回の出展では、NPO法人河内農業福祉普及会
が田邊農園（八尾市中田1丁目）で栽培している
小松菜を使って、来場者にミキサーでスムージー
をつくってもらいました。地元で獲れた小松菜を
地元で消費する「地産地消」もPRしました。 
 小松菜の苦さに少しびっくりしたお子さんもい
ましたが、「思ったより苦くなくておいし～♪」
という感想を多くいただきました。約50人分の食
材もなくなりご好評をいただいたと思います。 
 また八尾で製造されているコンペイトウやソフ
トクリームも提供しました。 
 来場者の方々は、目的を持って来場されている
ように感じました。そのため購入される来場者が
多くいらしたように感じました。 
（NPO法人やお市民活動ネットワーク 新福 泰雅さん） 
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シンポ 
ジウム 

ドビ 
流し 

経法大 
花岡 

キャンパス 

経法大 
花岡 

キャンパス 

ポスター発表会＆シンポジウム 
「やおのみどりがおりなす生きるための知恵と作法」 

 第１部「ポスター報告会」では、地域の小中

高校生・専門学校生・大学生・社会人など12グ

ループが参加し、展示資料の前に立って、蛍の

生態、ヘドロの肥料化、大阪湾の再生、都市農

地の活用調査、環境教育の効果など、環境に関

わる調査研究や活動成果を報告し、質問が飛び

交いました。 

 第２部「学術講演会」では、八尾市の田中誠

太市長、大阪経済法科大学の藤本和貴夫学長の

開会挨拶に続き、和歌山大学大学院の養父志乃

夫教授が、「八尾のみどりがおりなす生きるた

めの知恵と作法」というテーマでご講演されま

した。養父教授は、長年の農村集落の現地調査

から、懐かしい原風景には、循環型社会、地域

コミュニティ、防災、生態系など、未来を生き

る知恵が宿っていることを紹介し、環境活動は、

各取組み団体が「連携」することでより大きな

力を発揮できることを示唆されました。 

第3部のパネルディスカッションでは、講師を務

めた養父教授によるコーディネートの下に、パ 

ネラーとして、八尾市役所経済環境部産業政策

課の野中孝氏が観光開発による集客、大阪経済

法科大学国際学部の呉志賢教授が河内木綿の復

活と商品開発、高安自然再生協議会の町田弘氏

が古民家再生、高安地区住民の宮崎晃次氏が地

域のブランド化の取組活動を紹介し、熱く意見

が交換された後、それぞれの取組を連携させ、

点から線へと繋ぐエコツアーを実現させようと

いう意見へと発展していきました。 

 （大阪経済法科大学 地域総合研究所                 

            所長 深瀬 澄さん） 

  今年も大阪経済法科大学のふれあい池で“ド
ビ流し”（全国的には“池干し”、あるいは
“かいぼり”という）を実施しました。過去の
４回は雨天だったので、今年は５度目の正直で、
曇りのち晴れという天候でした。やはり、多く
の親子連れが参加し、予想を大きく上回って賑
やかな“掻いぼりで貝掘り”を楽しむことがで
き、30分間でドブガイやイシガイを50個体以上
も採集した子どもが現れたくらいです。こんな
イベントができるのも、ふれあい池の水環境が
自然再生して順調に回復していたためです。 
 このイベントの目的は、多くの八尾市民や子
どもたちに、絶滅危惧種のニッポンバラタナゴ
（地元の呼び名、きんたい：淡水魚）の保護活
動を知ってもらうことです。後日、個体数を推
定したところ、ニッポンバラタナゴは約2万3千
尾、ニッポンバラタナゴの産卵母貝であるドブ
ガイは約3000個体とよく繁殖していました。現
在、大阪産ニッポンバラタナゴの最大個体群が
ふれあい池に生息していて、順調に生物多様性
が維持されていることが明らかになりになりま
した。 

ふれあい池の“ドビ流し” 
ようやく太陽の女神がほほ笑む！ 

 子どもたちが貝を一生懸命に探している光景
を見るに、日本ユネスコ協会連盟の未来遺産運
動でもある伝統的な“ドビ流し”を100年後の子
どもたちにも体験してもらいたいと痛感しまし
た。 
（NPO法人ニッポンバラタナゴ高安研究会                 

         代表理事 加納 義彦さん） 
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年間会費：個人1,000円、市民団体2,000円、事業者5,000円、事業者団体10,000円                                                 

ただいま、アニメイティッド会員募集中！                                                ■問合わせ先 環境アニメイティッドやお事務局 ℡：072-924-9359  

近鉄八尾駅・河内山本駅・久宝寺口駅・Potager・ 

八尾市内各出張所・八尾図書館・山本図書館・ 

志紀図書館・龍華図書館・市立病院・プリズム 

ホール・学習プラザめぐる・かがやき・ウイング・ 

歴史民俗資料館・教育サポートセンター・屋内プール 

しぶき・まちなみセンター・サポートやお・ 

ＦＭちゃお・つどい・みらい・福祉会館・ 

近畿労働金庫八尾支店・大阪経済法科大学・ 

八尾市立しおんじやま古墳学習館 

河内の風はこちらで 活動 
情報 

第1日曜日 
高安山自然再生定期活動 
★参加者募集 

第3日曜日 
ニッポンバラタナゴ 
保護池の定期調査活動 

第3土曜日 
八尾ふるさと  歴史楽校 
★参加者募集 

第4木曜日 
楽音寺森林整備定期活動
★参加者募集 

第4土曜日 
高安の森  自然楽校 
★参加者募集 

ホームページは？ 
http://www.eco-ani-yao.org/ 
 
環境アニメ 

        第12回いきいき八尾環境フェスティバ 
       ルは、予定どおりに進行、そして無事に 
       完了しました。ひとえに会場に来ていた 
       だき、催しに参加された大勢のみなさま 
       のおかげです。さまざまな分野で、日ご 
       ろ環境問題に取り組んでいるメンバーが、
それぞれの思いを託して、会場で表現しました。いかが
でしたか。みなさまの毎日の暮らしの中で、これまでに
も増して、身のまわりの環境に、さらに地球環境にも、
配慮していただければ、何よりです。 
 今年はこれまでの学生事務局から、学生団体「はちの
じ」が誕生して、その力量をフルに発揮してくれました。  

 また、はじめてアリオのステージで開会式・
音楽会など。さらに経法大も含めた３会場をつ
ないだ音声実況中継放送という新企画も登場。
今後の展開が楽しみです。 
 これまで中心会場となってきた西武八尾店の
閉店を控えて、８階ホール、屋上での最後の催
しともなりました。残念ですが、これまでのご
協力に厚く感謝します。 
 環境フェスティバルのさらなる新たな展開を
期して、参加者・関係者みなさまへのお礼とい
たします。 
（環境アニメイティッドやお 代表 橋本 久） 
 

協賛 
企業 

フェス
ティバル
を終えて 

（順不同） 

岩田志郎税理士事務所 株式会社 オープル 八尾シティネット 株式会社 
株式会社  

関西クラウン工業社 近畿労働金庫 八尾支店 

ホシデン 株式会社 株式会社 ヤハタ NPO法人 やお文化協会 大阪ガス 株式会社 

株式会社 大阪精密 

東海化成品 株式会社 

ダイ精工 浅田給食 株式会社 日本合成洗剤 株式会社 
八尾うぐいす 

ライオンズクラブ 

株式会社 一創 
NPO法人  

グラウンドワーク八尾 

株式会社 

大阪スクリーン製作所 
中西工業 株式会社 

有限会社 柳田製作所 アサヒセイレン 株式会社 
マテック八尾 

（八尾経営・技術交流会） 
國陽電興 株式会社 

近畿配送サービス 

株式会社 

有限会社 

丹陽社一級建築士事務所 
株式会社 庭樹園 ラピス 株式会社 正木建設 株式会社 理化工業 株式会社 

株式会社 

 おふぃす・ともとも 

ビッグウッド玉井家具 

株式会社 
日本カフェテリア 株式会社 

有限会社  

ジャックスクリーン 

株式会社 近畿ナルサ ディンク 株式会社 株式会社 平和化研 マクドナルド 八尾アリオ店 

カンエイ産業 株式会社 八尾ライオンズクラブ 八尾商工会議所 

日本電検 株式会社 
株式会社 

ミューパック・オザキ 

大和観光 株式会社 

やおコミュニティ放送 

株式会社 
八尾菊花ライオンズクラブ 八尾中央ライオンズクラブ 

株式会社 大近 パントリー  

西武八尾店 

関西金属工業 株式会社 アリオ八尾店 

西武八尾店 アリオ八尾 

株式会社 伸明 


